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コミュニケーションのとり方  

－さまざまな事例から－ 
 
                      消費科学連合会 犬伏由利子 
 
１ コミュニケーションとは 
  お互いの気持ちや立場を理解、納得するための手段  
   うまくいっている時 ⇒ 理解 活力 満足（楽しさ・和合）   
   疎通しない時 ⇒ 無理解 無気力 不満（寂しさ・不足感・イライラ）  
 
２ リスクとは 
  生命財産に関わると感じられる事柄 
   本来的リスク ⇒ 予測不可能な事象 現状では不治の病（ＢＳＥによ

る変異型ヤコブ・化学物質アレルギー） 人知で避

けられない事柄    
   不安が作り出すリスク ⇒ 頭（情報）で作り出すリスク  

           本能（感覚）で作り出すリスク  
 
３ 不安 
  情報 ⇒ 無経験・他所＆他人の経験 人ごとではないという思い☞買い

控え・風評  
  本能 ⇒ 未知・無知識・理解不能・責任の重いとき（子育て等）  
 
４ 不安を増大させる事柄 
  嘘、欺瞞を感知したとき ⇒ 裏切り・偽装表示・誇大広告・嘘発表・

言い訳・ 
   不透明さを感知したとき ⇒ 巧言令色・利害の不一致を隠すとき・ 
   一つの事柄に対してさまざまな評価が報道されるとき ⇒ 買ってはい

けない事件 
  学者・行政・業界と私たちの秤に違いを感じるとき ⇒ どこかの利益

発言？ 
   既存の知識と大きくかけ離れているとき ⇒ 大腸菌が植物（カイワレ）

に？ 
  メリットばかり広報されるとき ⇒ バランス感覚に合わない 眉つば 
   「ブルータスお前もか」の思いを抱かされたとき ⇒        
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   ルール、規制のないとき⇒ 農薬、添加物におけるＡＤＩ値 摂取量値    
普通ではないとき⇒ 天災（地震・台風・豪雨・事故）・異物混入・      

茄子に赤い実が 
  
５ 不安を解消するために ⇒ リスクコミニケーション＝対話 
  対話のための準備 意味 
   知識 ⇒ レベルを揃える（教育・報道・反復）・立場の違い・現在と未

来 
   譲歩 ⇒ バランス感覚（経済的・労働力的・経験的）の醸成  
   
      ☞ 理解・納得し、見直しへと進む  
 

６ 国への要望（ﾘｽｸｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝのあり方） 

・ 既成の事実も繰り返し原点からの説明を 

・ 不安を作り出す要素をできる限り減らす工夫を 

「大多数の食の安全」という大前提は崩さないという広報  

・ 正確さの前に、その事柄の趣旨・目的を明らかにする 

・ 誰のためか 何のためか 意見を聞き修正が可能なのか 単に理解を望む

のかを明らかにした上での対話を   

・ 現在の努力目標、努力方向と現状に対する誠実で嘘のない説明 

・ 知りたいこと 知ろうとする人への支援方法の充実 

 
                                 以  上 
 
 
  


